
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ２０２３ － ７ 
 

新 居 浜 市 管 工 事 業 協 同 組 合 



 

 目  次  

 

 

１．令和５年６月度 行事報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２．令和５年６月度 会議報告 

 １）総務委員会 

     日  時  ６月 14日（水）12時～ 

     議  題  ①事業計画の具体的施策について 

           ②上下水道局及び本庁への要望について 

           ③その他 

 

 ２）企画、技術・情報委員会 

     日  時  ６月 16日（金）12時～ 

     議  題  ①事業計画の具体的施策について 

           ②上下水道局及び本庁への要望について 

           ③その他 

 

 ３）水道センター、事業委員会 

     日  時  ６月 17日（土）12時～ 

     議  題  ①事業計画の具体的施策について 

           ②上下水道局及び本庁への要望について 

           ③組合手数料について 

④修理当番について 

⑤その他 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４）理事会 

   日  時  ６月 28日（水）18時～ 

議  題  ①事業計画の具体的施策について 

           ②上下水道局及び本庁への要望について 

           ③組合手数料について 

④修理当番について 

⑤上期賞与について 

⑥その他 

 

３．令和５年７月度 行事予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

４．令和５年７月～８月 修理当番表・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

５．公共施設水まわり無料診断（水道週間）・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

６．青年部研修旅行記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

７．青年部より・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

８．労働災害事例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

４～５ 

 

６～７ 

 

８ 

 

９～10 

 



日 曜日 記　　　　　　　事

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月 　愛管連東予ブロック会議　18時～（今治国際ホテル）

6 火

7 水 　公共施設無料診断　10時～（地域交流センター・金栄公民館）

8 木

9 金

10 土 　愛管連通常総会　14時30分～（東京第一ホテル松山）

11 日

12 月

13 火

14 水 　総務委員会　12時～

15 木

16 金 　企画・技術・情報委員会　12時～

17 土 　水道センター、事業委員会　12時～

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水 　三役会　12時～　　理事会　18時～

29 木

30 金 　新居浜市建設関連団体長会議　12時～（建設会館）　

令和５年　６月度　行事報告



日 曜日 記　　　　　　　事

1 土

2 日

3 月 　全管連全国大会　16時～（愛媛県民文化会館） 

4 火

5 水

6 木

7 金 　中央会東予支部総会　15時30分～（レーイグラッツェふじ）

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月 　海の日

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土 　ボウリング大会　19時～（ワンダーボウル西条）

23 日

24 月

25 火

26 水 　三役会　12時～　　理事会　18時～

27 木

28 金

29 土

30 日 　愛ロードサポーター活動　８時～

31 月

令和５年　７月度　行事予定



昼 夜間 本管 昼 夜間 本管

8:00～17:00 17:00～8:00 8:00～8:00 8:00～17:00 17:00～8:00 8:00～8:00

1 土 1 火

2 日 ㈲新栄住設 2 水

3 月 3 木

4 火 4 金

5 水 5 土

6 木 6 日 ㈱桧垣工務店

7 金 7 月

8 土 8 火

9 日 ㈱桧垣工務店 9 水

10 月 10 木

11 火 11 金 ㈱愛水

12 水 12 土

13 木 13 日 ㈱天野本店

14 金 14 月 秋山工業㈱

15 土 15 火 ㈱一色設備

16 日 ㈱天野本店 16 水 ㈲栄和設備

17 月 ㈱一色設備 17 木

18 火 18 金

19 水 19 土

20 木 20 日 ㈲エヒメ設備

21 金 21 月

22 土 22 火

23 日 ㈲加藤設備 23 水

24 月 24 木

25 火 25 金

26 水 26 土

27 木 27 日 近藤建材㈱

28 金 28 月

29 土 29 火

30 日 ㈲新栄住設 30 水

31 月 31 木

四国住設㈱

㈲新栄住設

㈱スイヨー

北四国設備㈱

㈲古峠工務店

㈲壽商会

近藤建材㈱

㈲近藤商会

㈲栄和設備

㈲エヒメ設備

㈱大西工務店

㈲尾田水道

㈲加藤設備

秋山工業㈱

㈱一色設備

㈲栄和設備

㈱一色設備

岩崎冷熱㈱

㈱明和

㈱山岡

㈱愛水

秋山工業㈱

㈱天野本店

㈱日管

㈲燧熱学

㈱桧垣工務店

㈱牧野商会

㈲ミノル設備工業

令和５年　８月

㈲第一住設

㈲竹林住宅設備機器

㈲西谷組

四国住設㈱

㈲新栄住設

㈱スイヨー

㈲加藤設備

北四国設備㈱

㈲古峠工務店

㈲壽商会

近藤建材㈱

㈲近藤商会

㈲尾田水道

㈲ミノル設備工業

㈱明和

㈱山岡

㈱愛水

秋山工業㈱

㈱天野本店

㈱一色設備

岩崎冷熱㈱

㈲栄和設備

㈲エヒメ設備

㈱大西工務店

㈱牧野商会

令和５年　７月

四国住設㈱

㈲新栄住設

㈱スイヨー

㈲第一住設

㈲竹林住宅設備機器

　　　　　　　　㈲燧熱学

㈲西谷組

㈱日管

㈲燧熱学

　　　　　　　　㈲竹林住宅設備機器

㈱桧垣工務店



公共施設水まわり無料診断（水道週間） 

 

 ６月７日（水）第 65回水道週間行事として、青年部では毎年恒例の公共施

設水まわり無料診断を実施しました。 

 近藤一太副理事長を迎え結団式を行った後、地域交流センター・金栄公民館

に向かい、トイレや手洗いの蛇口・止水栓の点検、漏水の有無等を診断しまし

た。 

 「町の水道屋さん」として地域に密着した仕事をこれからも続けていきたい

と思います。 

 



予
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新居浜市管工事業協同組合

理事長   田村 昭一 様

青年部部長 近藤 翔  様

令和 5年 6月 8日

新居浜市上下水道局

局 長 神野

新居浜市施設建物の 「水まわり無料診断」について (お礼 )

初夏の候 ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

平素から水道事業に対 しま して、御理解 と御協力を賜 りありがとうございます。

さて、第 65回 「水道週間」の行事を実施するにあた り、貴組合におかれまして

は、水道週間行事の一環 として、地域交流センター及び金栄公民館の水まわりを無

料で点検 していただき、心よりお礼申し上げます。

今後 とも、水道事業の進展に御協力を賜 りますようお願い申し上げます。

事務担当 新居浜市上下水道局

企画経営ヨ課 近藤

住所  〒792-8585
新居浜市下官町一丁 目5番 1号

電 話   0897-65-1380
FAX 0897-65-1335



青年部研修旅行記 

部長：（有）加藤設備 近藤翔 

 

５月２６日青年部にて三浦工業㈱さんに工場見学に行きました。三浦工業といえば Z

ボイラーの印象が強かったのですが、現在は多岐に渡り様々な分野での商品開発、供

給を行っており、行く前と行った後では印象がガラっと変わりました。 

まず通されたのはショールームであるミウラ愛ランド。近代的な建物は四国や本州を

意識しており、通路は瀬戸大橋をイメージして作られたとのこと。 

 

 

 

年に一度発刊されているテクニカルニュー

スも先週できたばかりで一部ではあります

が掲載させていただきます。 



ショールームを回り一部撮影は可能でしたが、商品の内部等には特許がとても絡んで

おり、多くは撮影できませんでしたが言葉で説明するよりも一度足を運び見学した方

がいかにすごいのかがよく分かりました。 

ショールームの後には北条工場などに行き、関連会社である工場にも行かせてもらい

ました。来年度には日本各地にてミウラフェアを開催予定とのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナが落ち着き、これまでの生活が戻りつつあるのでこれからも青年部としてもこ

のような研修事業を継続させていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



微量では問題のおこらない細菌やウイルス、有害物質も、身体の免疫力・抵抗力を超えて

侵入されると、下痢やおう吐などの症状がおこります。 　食中毒を予防するには、気をつ

けるべきことがあります。

つけない！

　食中毒を起こさないためには、食中毒の原因となる細菌やウイルス、有害物質などを食

品や調理器具につけないことが大切です。

　まず、手や調理器具を清潔に保つこと。そして菌のついた食品からほかの食品への二次

感染を防ぐため、包丁やまな板は水で流して乾いたふきんで拭き、ふきんは頻繁に水洗い

するようにしてください。

　この時期は、屋外だけでなく、屋内も高温多湿になりがちです。食品は室温で置いてお

かず、冷蔵庫で管理するのがポイントです。

　とはいえ、冷蔵庫を過信しすぎるのも禁物。夏場は、冷蔵庫内の温度も上がりやすく

なっています。冷蔵庫の扉の頻繁な開閉、食品のつめこみ過ぎに注意しましょう。

　梅雨時には、生ものをできるだけ控え、加熱したものを食べるようにしましょう。ま

た、調理器具も熱湯消毒してから使用してください。

　なお、冷凍・冷蔵による殺菌効果は期待できません。保存した食品は早めに、再加熱し

て食べるようにしましょう。

　そのほかには、肉・魚・野菜などの食材は別々に保存し、調理の際は別々に洗う。臭い

や傷みが気になる食品は口にしない。なども食中毒予防のための重要ポイントです。

※みなさん、きをつけましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(有)壽商会　　原　将馬

食中毒について



労働災害事例 

 

企画、技術・情報委員会 

ゼロ災でいこう ヨシ！ 

 

この災害は、下水道管の新設工事現場において発生
したものである。 
この工事は、全長約 900m にわたり下水道管を敷設

するもので、被災者の所属する会社は 2次の下請けと
して掘削、下水道管の敷設等の作業を請け負ってい
た。 
当日、被災者は、同僚 3名とともに工事現場に到着して午前 8時頃から作業を開始

した。被災者はオープンカットしたところに敷設された下水道管に一定の間隔で設け
られているマンホール（30カ所ある）のうち No.27の中に入り、マンホールの底部の
汚水等を流すインバート（溝）を造る作業に従事した。 
当日は、まず地上でコンクリートモルタルを練った。その後、マンホール（直径 64cm、

深さ 2.05m）の蓋を開けて中の状況を確認してからバケツで 5 杯程度のモルタルをマ
ンホールの中に入れ、自分も中に入って底部をヘラで均した。 
その後、コテなどの道具を取るためマンホールを出て、道具を用意し再度マンホー

ルの中に入ろうとしたが、入る直前に煙草に火をつけてくわえ煙草のまま No.27 の中
に入った。 
午前 9時 10分頃、被災者は、マンホールの底部に到着して作業のためしゃがんだと

ころ、突然爆発し、爆発音が 3回ほどして両隣の No.26と No.28のマンホールの蓋が
数十メートルも吹き飛んだ。 
爆発後、被災者は、自力でマンホールから脱出して近くの民家の水道で顔を洗うな

ど応急措置を行ったのち救急車で病院に移送され加療したが、顔面熱傷のため全治 4
週間の負傷となった。 
なお、被災者および被災者にマンホールの上から声をかけた同僚の話によると、当

日はマンホールの中で特にガス等の臭いはしなかった。 
 

この災害の原因としては、次のようなことが考えられる。  
1 近くのガス管からプロパンガスが漏洩していたこと  
 事故後に爆発のあった No.27 マンホールの中の環境測定を行ったとこ
ろ、プロパン 94％、エタンおよびエチレン 1％、イソブタン 1％のガス
成分が検出された。  
 しかし、爆発のあった No.27 マンホールの近くにはガス管が配置され
ていなかった。調査したところ、一連の下水道管設置工事で No.27 マン
ホールからはかなり離れた場所を機体質量 2.5t のドラグショベルで掘
削中にガス管にバケットが当たり、約 2cm の亀裂を生じさせていた。  
 そのときは、破損した部分をテープで巻き、さらにコーキングで固め
る応急措置を 2 重に施したところ臭いが止まったので、そのまま埋め戻
していた。しかしこの部分からガスが漏洩し、土の中を通って敷設中の
下水道管に入り、この管を通じて No.27 マンホールまで達したものと推
定される。  

2 ガス管を破損した情報を報告していなかったこと  
 ガス管を破損した作業者は一次下請けの現場責任者にその旨伝えた
が、責任者は「補修したのならよいだろう」といって、元請等にその情
報を報告しなかった。  
 さらに、ガス漏れを起こしたガス管付近にあったマンホールの土止め
支保工解体時にも人糞のような臭いがした。そこで釘でガス管に穴を開
けたが臭いがしなかったのでその部分に接合材を塗り埋め戻しをしてい
たが、そのことは誰にも報告していなかった。  

3 作業開始前に打ち合わせを行わなかったこと  
 当日作業現場には、元請の責任者 1 名、一次下請けの作業者 2 名、被



災者の会社から 4 名、ガードマン 1 名がいた。作業員たちは何カ月も続
いた繰り返しの作業であったことから、当日朝作業開始前の打ち合わせ
を行うこともなく、直ちに作業に着手していた。  
 
 
同種災害の防止のためには、次のような対策の徹底が必要である。 
1  埋設物による危害防止措置を行うこと 

 明り掘削作業等により露出したガス管の損壊により労働者に危害を及ぼすこと
を防止するためには、作業指揮者を指名してガス管の補強、移設等の措置を必ず
行う。なお、掘削機械等によりガス管の損傷のおそれがあるときには、これらの
機械を使用しない。（安衛則第 362、363条） 
 また、ガス管を損傷した場合には、その状況および補修の結果についても元請
に報告し、元請は関係する請負事業者に情報として提供するとともに、危害防止
策を指導する。 

2 作業開始前打ち合わせを行うこと 
 その日の作業を開始する前には、作業の内容、作業分担はもちろんのこと作業
に伴う危険有害箇所等とその対応策について危険予知活動（KYT）などを実施す
る。 
 また、ガス管付近での作業、ガス漏れ等の情報等がある場合には、作業開始前
にその対応策を関係作業者に徹底するとともに、必要に応じてガス検知を行う。 

3 安全教育等の安全衛生管理を実施すること 
 下水道管の埋設作業等に従事する作業者に対しては、必ず土砂崩壊、土止め支
保工の崩壊等の防止に関する教育を行う。現場付近に埋設されているガス管から
のガスの漏洩危険とその防護措置、ガス検知の方法等について安全衛生教育を実
施する。 
 なお、点火源となる煙草については、安全な所に喫煙所を設け、現場内での喫
煙を厳禁する。（安衛則第 291条） 
 また、元方事業者は、関係する請負事業者を含めた協議組織の設置・運営、作
業間の連絡調整、関係請負人が行う安全衛生教育等に対する指導援助を行う。
（安衛法第 30条） 
 

No.100920 

職場のあんぜんサイトより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒792-0805 愛媛県新居浜市八雲町３番 29号 

発行 新居浜市管工事業協同組合 

TEL 0897-33-1642  FAX 0897-33-4060 




